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	　それでは、定刻になりましたので、平成23年度第２回松尾地区地域審議会を始めさせていただきます。

　私は、この会議の進行を務めさせていただきます小堀と申します。よろしくお願いいたします。

　初めに、委員の交代がございましたので、ご報告いたします。公共的団体の代表といたしまして、松尾中学校ＰＴＡより、前回までは畔蒜和彦様にご出席いただいておりましたが、本年８月に代表者の交代がございまして、今回より北田明夫様にご出席いただいておりますことをご報告申し上げます。

　続きまして、本日の会議の出席者の報告をいたします。現在、定員15名のところ９名のご出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立したことをご報告いたします。

　また、本日の会議は議事録作成上、会議内容を録音させていただいております。大変申し訳ございませんが、発言の際には必ず挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上での発言をよろしくお願いいたします。

　それでは、お手元の会議次第に従いまして、進めさせていただきます。

　初めに、奥田会長よりごあいさつをいただきます。よろしくお願いいたします。
　それでは、ごあいさつを申し上げたいと思います。

　皆様方には大変お忙しい中、成東の本庁までお越しをいただきまして、ありがとうございます。

　今日の会議の趣旨につきましては、先ほど市の担当のほうからご説明をいただいたとおりでございますけれども、まず、松尾のほうでも庁舎の問題等につきまして、いろいろ皆様方にご審議をいただいておりますし、また跡地の問題、賑わい空間の関係で、市のほうのご配慮で２回ほど会議をやってきております。これも、いずれまとめて皆様にご報告があるかと思いますけれども、今日は、先ほどご説明がありました看護学生の奨学金の貸付事業についての審議でございますので、この件につきまして、皆様方のご意見を賜りたいと思います。時間も大分過ぎておりますので、簡潔にしてご報告をしたいと思いますので、ひとつ皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

　簡単でございますが、ごあいさつとさせていただきます。

　ありがとうございました。

　それでは、次第の３、議題に入らせていただきます。

　地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長に議長をお願いいたします。よろしくお願いします。

　それでは、お手元の会議次第によって進めさせていただきますが、会議に入ります前に、山武市の松尾地区地域審議会運営要綱第２条の規定によりまして、会議録署名委員２名をご指名させていただきます。

　１名は大津委員さん、よろしくお願いします。

　はい。

　それから、今度なられました北田委員さん、ひとつよろしくお願いいたします。

　それでは、これは議事録ができましたら、ご署名をいただくようにお願いしたいと思います。

　それでは、議事に入らせていただきます。

　地域振興基金運用計画（案）につきまして、事務局よりご説明をいただきます。よろしくお願いします。

　お疲れさまでございます。事務局の小川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、座らせていただいて説明をさせていただきます。よろしくお願いします。

　それでは、これから、地域振興基金の運用益についてご審議をいただく訳でございますが、先ほど説明会で、この基金を活用した平成24年度そして25年度の事業につきまして、１件でございますがご説明をさせていただきました。

　それを受けまして、この会議では、この事業に対しまして松尾地区地域審議会としての意見を意見書としてまとめていただくことになります。会議次第のほうの後ろにおつけしておりますが、２ページ、３ページ目、こういった形で意見書を作成していくということになります。

　その事業が、見ておわかりいただけるように、まず、審議会、適当であるか適当でないかという判断をしていただくことになりまして、その理由を理由の欄にまとめていただくということになります。前回一度やっていただいておりますが、例えば適当であると判断した場合の理由欄には、地域振興に寄与する事業と認められる等が考えられますと。また、適当でないと判断した場合には、その要因について具体的な理由を書いていただくということになると思います。

　幸いにして、前回やっていただいたときも、すべての事業が適当であるという意見をいただいたということで、それにつきましても、市のほうに参考資料として提出してございます。

　こういうふうな形を、結果として作成していただくということになります。

　前回のを見ていただいておわかりになるように、適当であるというところに丸をつけて、実施内容のうち、ここの部分については、より有効な手法を検討されたいとか、そういった意見をつけることも当然可能になっております。

　また、今回の計画書は、あくまでも24年度から25年度までの計画となっておりますので、ご意見をいただくのはこの２カ年に限ってのことになります。

　くどいようですが、先ほど担当課からご説明をいただきました看護学生奨学金貸付事業についてのみの、今回は１件のみの審議ということですので、よろしくお願いいたします。

　進め方でございますが、審議に当たりましては、まず適当であるか、適当でないかをご意見をいただくことがいいのではないかなというふうに考えられます。先ほども言いましたように、前年ご審議いただいたように、適当であるというご意見が多い場合には、まず、そうでないと思われる方のご意見から伺うと、スムーズに進行できるのではないかなということでございます。

　ご議論が整いましたら、ご意見をまとめていただくということになる訳ですが、時間の関係上、この場ですべてを整えるということではなくて、ある程度ご意見をいただいて、それを事務局のほうでまとめさせていただいて、また後ほど、会長さん、副会長さん等にご確認をいただいて提出するという方法もあろうかと思いますので、そういった進め方をしていただければなというふうに思います。

　いずれにしても、今回は１件だけの事業ということでございます。確認の意味で、昨年ご審議いただいた事業につきましては、23年度、今年度からですね、23年度、24年度ということで事業が継続されておりますので、それについてのご意見は今回はなしと、あくまでも今回お出しいただいた１件についてのご審議ということで、これからよろしくお願いしたいと思います。

　以上でございます。

　ただいま事務局から看護学生の奨学金貸付事業について説明がございましたけれども、松尾の地域審議会として意見を取りまとめたいと思いますので、お名前を述べた上で、ひとつご発言をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　それでは、ご意見のある方はどうぞ。

　野中と申します。私は、この看護学生の募集、４年制を出た、当時10年前から正看の看護師さんを見つけるというのは、なかなか地元でも、４年制なりそういうところに行く生徒も少ない中で、ここ城西国際大学があるのですけれども、全国的に募集要項を配ってやるということを聞いたのですけれども、よほどさんむ医療センターが魅力的な病院であるということであれば、20人どうかと思うのだけど、この定数を満たすというのは大変だなと思います。山武市のほうで、正看の看護師が来るのを募集するためにもよっぽどＰＲしていただかないと、というふうに思います。

　いずれにしろ、この内容はもう、もっとそれこそ奨学金を増やさなければ貸付金を増やさなければ、むしろ来ないのではないかなと私は思っているぐらいなのだけれども、大変だなというふうに思っております。

　以上です。

　ほかに何かご意見ございますでしょうか。

　はい、秋葉です。事務局に確認なのですけれども、城西国際大学の看護師養成学科……学部、医療学部医療学科でしたっけ。

　看護学科です。

　看護学科ですか。それは23年度から始まるのでしょうか。現在、ホームページを見てみたのですけど、城西国際大学の。まだ予定になっているのですよね、現段階で。そういう大学の学生を主なターゲットといいますか、貸付先として考えていることに、このスタートの時点としては多少不安を覚えるのですけども、制度自体はいいことだと思うし、やるべきだと思うのですけど、今、１回目の説明会のときに担当の課長さんでしたっけ、全国的に募集するのだというのであるならば、当然スタートとしてはそういうことだと思うのですけれども、近い将来としては、城西国際大学の学生さんたちに主にその対象になってもらいたいという気持ちがあるとすれば、その辺の確認というのも現時点も必要ではないかと思うのです。

　以上ですが。

　事務局。

　事務局です。ちょっと勉強不足で、はっきりいつからというのは出てこないのですが、いずれにしても、城西国際大学にそういった看護師を養成する学部ができるということで、これについては東金市をはじめ、看護師不足で悩んでいる自治体にとっては、非常に期待されているという部分で報道されているところでございます。

　先ほど、秋葉副会長さんのほうから話があったように、そこだけをターゲットにするのではなくというふうな説明があったところでございますので、今一度ちょっと担当課に後で確認をさせていただきますが、そこを主たるターゲットにして、なるべく地元の方を養成したいという意思もある中で、全国的にＰＲしていくということでございますので、そして定数である20人を満たすだけの、なるべく利用していただきたいという説明がありましたので、今のところはちょっと確認をさせていただきたいと思いますが、いずれにしてもそういう近くにできるところをターゲットにして、地元をということでやっていくということでございますので、その点をご理解をいただきたいなというふうに思っております。

　齊藤委員。

　齊藤です。私は、今の秋葉さんの意見に賛成なのですね。すごく安易な考え方で出発しているように思うのです。

　今、千葉大の看護学部はどうですか。

　すみません、事務局の小川です。先ほども、細かい内容は、やはり担当部署でないとちょっとわかりませんので、今こうして私どもに細かいところを聞かれても、ちょっとお答えしかねるのですね。誠に申し訳ないです。

　わかりました。ありがとうございます。

　これはもう昔からある看護学部の助成金制度であって、今改めてというものではないので、ごく自然だし適当なのですけれども、やはりその辺は城西国際大学という、地元にあるというただ単に安易な考えで何かまとめているような感じがするので、千葉県下にある大学の、千葉大学も看護学部があるんですよね。ただ、今はどうなっているかわかりませんが。で、そういうふうに限られてという出発がちょっと安易過ぎるかなというのは、私も思っています。ほかに大学がない訳じゃない。

　ちょっとよろしいでしょうか、事務局です。お答えできなくて申し訳ないのですけども、一応附属の大学病院があったり何かするというところについては、やはりまた病院のほうで附属の大学病院とかということになれば、そういうところに行くようになると思うんですね。

　城西国際大学は、ご存じのように、大学で系列の病院を今のところ持っていませんから、そういった意味で非常に高い期待をしているのではないかと思うのですね。

　齊藤委員さんおっしゃるように、特定のところに限ったものではなく、もうちょっとターゲットをいろんなところにというご意見も当然あると思いますので、今回の事業をまとめてご意見を出すときに、ＰＲの方向を強化するだとか、そういった意見をつけ加えていただいて意見書をまとめていただくという形にしていただければなと思いますので、よろしくその点をお願いします。

　千葉県医療大学校というのは、保健師さんだけだったっけ、あそこは４年制もやっていたけど。
　保健師さん。
　いや、歯科医師……歯科医療、歯科技量のような関係等うたってあったと思います。
　保健婦だけだっけ。

　歯科助手と看護師。

　医療大学校だよ。
　短期のでしょう。
　４年制。保健婦さんだと４年制でしょう。
　あそこは、そういう看護婦の養成はやっていなかったっけ、わからないのだけど。
　はい、どうぞ。
　地布久です。結果をまとめたほうが早いのではないかと思うのですけどね。私は適当であるでいいのですけど、皆さんは。それをまとめて、何か意見書があれば意見をつけ加えるでいいのではないですか。

　そうですね。

　意見を聞いて、だから賛成だという話もあるので、この事業を振興基金運用益で活用することに賛成の方は挙手をお願いしたいと思います。

（挙手全員）
　はい、全員賛成でございます。

　制度そのものはいろいろ意見が出ましたけれども、これをやることについて反対だというのはないと思うのですけれども、いろんなやり方とか、問題にはあるのではないかというような、これはずうっと以前からこういう問題が、行政にもいろんなところで投げかけておったし、あそこの旧成東病院も、あそこ看護師募集とでかい横断幕も張ってあったし、何年も前からそれをやっているという経緯はある訳ですよね。

　改めて、ここでこういう新たに、今度は独立行政法人になって、改めてまたそういう待遇をしようということだろうと思いますけれども、一応賛成だというご意見をいただきましたが、この際ですから、何か付帯事項でご意見があればちょっと伺っておきますけれども、市のほうへ。

　私も、城西国際大学ができて、そこの生徒だけが来るという感覚ではないのだけれども、だけど、よそから来ないことにはしょうがないからね。いろんな大学のレベルの差はあるけれども、すばらしい正看護師さんが来てくれればこれは一番いいことだけれども、今、船橋、あっちのほうへ行くと、千葉県東病院とか、どんどんどんどん大きく拡大して、いつもポストじゃないけども、がん患者の手術とかリストが出ているのを見ているのもあったけれども、なかなかこちらに魅力的にこう来ていただくためにどうするのか。こちらに、そういういい看護師さんをいかにしてＰＲして、こう……

　提案の部で、さっきの説明会のお話でいくと、どうやら４年制大学とか新卒の、いきなり正看護師さんを採用したいというのが、保健福祉部の関係者の説明だったと思います。

　もう一つのルートとして、まず准看になっている人がいる訳で、准看になっているのは２年ぐらい養成所に入って、国家試験を受験する資格を取って、いずれにしても国家試験を取らないことには正看にも准看……准看は都道府県の試験か。正看になるときは資格を取って受験して、合格して初めて正看ということになる訳で、その准看護師さんをターゲットに講習をしてもらえば、多少何人かでもね、それで、そうすればその人たちは実際に准看として働いていらっしゃる人だから、即戦力のほうでも可能性としてはあるし。で、高校を卒業して２年ぐらいそういう勉強をして准看の資格を取って、何年か実際に実務について、また養成所に短大とか専門学校とかそういうところに行かれてから、正看の受験資格を取るという段取りらしいので、ぜひその方たちにも募集をしてもらえたらと思います。

　以上です。

　そのほか、何かございます。

　北田さん、どうですか。

　私も適当だと思いますので。あと、前に医師のほうもありますけれども、この辺については、利用者という方はいるのですか、やっぱり。

　今日言っていましたね。

　先ほどの説明会で、１人活用している人がいるという報告がありました。

　市内の方。

　出身がどちらかというのはちょっとわからないのですけど。

　信州大学の学生だって……

　はい、言っていましたね。

　周東さん、何かあります。

　私は、ここのところ病院を歩いているのですけど、淑徳とかいうのありますか、千葉の。

　淑徳大学か。

　ああ、淑徳ね。

　あそこにも新しい看護師のあれがありますよね。そして、彼らはみんな実習に各病院を歩くのですよ。地方へ行ってみたり、それから、すぐそばの学校へ行って。そして、そこで大体選んでいるのですよね。そして、やはり若い人ほど立派ですよ、みんな。性格がいいですよ。その病院の雰囲気ですね。

　だから、一番よかったのが東千葉国立病院なのですけど、あれなんか本当によかったんだよね。だから、いい看護師さんを集めるのは、やはり実習に来る人に対してもいずれにしても、それだけのことをきちっとしてやれば、いい人が集まれば、１人でも２人でも集まればいい人が集まるんですけど、悪いのが集まっちゃうとえらいことになっちゃう、と思います。

　最近ですよね、看護学科ができたのは。前からあそこは看護師を養成しているみたいですよ。

　大津委員、何かありませんか。

　特別、意見はありませんけども、今日なんかでも看護師の待遇改善というのが非常に今強く叫ばれていますので、勤務環境によっては勤務しない、あるいは応募しないという学生が出てきている訳ですね、合格しても。

　ですから、私は病院、要するに医療センターとの共同作戦、これはやっぱり大事だと思うのですね。片方は100万つけようと、うちのほうは60万でしょう。100万と60万で別の問題をつけておいて目標は同じですから、連携プレーとか、要するに待遇改善とかについても、相当こちらから意見を申し上げて評判のいい病院にしていかないと、やっぱりまずいと思うのですね。この事業が定着しないだろうと非常に危惧しますね。

　趣旨とかねらいは非常にすばらしいことだから、いかにしてそれを目的のとおり定着、実現していくかということが重要ですから、そのための医療センターとの連携プレーを重視していただきたいと思います。

　それぞれご意見をいただきました。時間も大分過ぎましたので、これでまとめということでよろしいですかね。

（「結構です」の声あり）

　事務局、それでいいかな。

　はい。今、ご意見をいただいたものをですね……

　はい。私のほうからちょっと申し上げたいのですけど、この制度そのものには一応、今日の審議会については賛成ということですね。

　付帯事項で、今、大津先生からも出たし、それから北田さんからも出たのですけれども、やっぱりこれ看護師というのは、優秀な人ですよ、皆さんね。で、要するにさっき出たように、応募して病院へ入ったと、その人たちが長く勤められる環境づくりというのが一番大事で、これは、ではＰＲするから来てください来てくださいと言ったって、給料は安いし時間は決まりがないし、ほかの一流の病院から比べればレベルが落ちれば、それは募集しても来ないというようなことにもなり兼ねないと思う。ただＰＲしたから来てください来てくださいって言ったって、それで来るのかなっていう感じがするのですけども。

　多分、これは皆さんそういう意見が、環境づくり、来てもらうと、来てもらって長く勤めると、喜んで働いてもらうと、そういう環境づくりをしないと、やっぱりさっき部長が言葉を濁らせていたけども、やめる人も多くなっちゃうし、ほかへ行っちゃう人も多くなると。募集するとなると、給料が幾らで、勤務時間がどうでこうだというのを全部ここへ書く訳でしょうね。

　これ、だって全国レベルで、さんむ医療センター出ているけどいいかってことでみんな比べるもの、見るもの、これがどうなのかというのは。その辺の環境整備というのが一番必要じゃないかなというような付帯事項をつけていただきたいというふうに思います。

　事務局のほうから何かありますか、そんなことで。

　いや、特段ございません。仰せのとおりまとめさせていただきます。

　松尾地区としては、そういう意見なので、あとは付帯事項で。
　ちょっと今言っていましたけど、秋葉副会長さんから話があったように、先ほど正看護師さんしかターゲットにしてないよというような話がありましたけれども、それを准看護師さんが活用できるような制度も検討願いたいというようなことを言いますか。

　准看護師さんを採用するというのは、ちょっともう最初からだめとおっしゃったので、准看護師さんにも資格を持たせてほしいと、奨学金を使う対象に。

　准看護師さんが活用できる奨学金制度にしてもらいたいということですね。

　准看護師さん、４年制大学生、これから入る、大学へ行く人だけじゃなくて、窓口を広げてほしい。

　要するに、学生だけじゃなくということですよね。

　そうです。多分、だから准看から正看に上がる人のほうが割合としては多いのではないかと、ちょっとね、はっきりした数字はわからないけど思うのですよね。高校を卒業されて、あるいは中学を卒業されて、そういうところの制度としてルートがある訳だから。

　はい。もし、皆さん方でそれを付帯意見としてということであるのであれば、そういう形でまとめさせてもらいますが、会長、どうでしょうか。

　はい。

　その一つとして、要望の１、２、３の３でもいいですから。

　では、確認させていただきますが、ただいまありました准看護師さんから正看に上がるという方にも利用できるような、要するに学生だとか専門学生だけじゃなく、そういった方もターゲットというか対象にできるような形で検討してもらいたいというのが１点と。

　一番最初に出ていましたけれども、病院環境の改善、これに取り組む必要があるよということ。今、２点ですね。

　ほかに何かあれば入れますが、どうしてもということがあれば。

　その２点でよろしゅうございますか。

（「はい」の声あり）

　はい。では……
　では、その２点を松尾の地域審議会としての付帯意見ということで意見書をまとめさせてもらいますので、内容につきましては、できましたら会長さん、副会長さんにも確認いただいて、また時期を見て皆さん方にご報告させていただくという形でお願いできればと思います。

　事務局、この事業を去年採択して、４事業が一応決まって、23年、24年と継続事業でやるという話になっていますよね。ここのところ、細かい話だけど、案と書いてあったのだけど、何で案なのだろう。頭のところ。それ、ひとつだけのことを言っているのかな。

　ああ、失礼しました。これは間違いです。

　結局、この案というのは全体的な案ではなく、つけ加えたものが案なのです。

　だから、そこのところへつければいい。これは案で、審議したものだから。

　失礼しました。

　それともう一つは、これ、23年度予算で対応したので、継続事業だからどこかの時点で。

　結果報告ですね。

　はい。さっき、医療も何かどこかの信州大学の１名ってちょっと出たけど、これはやっぱり皆さんに審議しておいてもらったから、２年間継続する訳だから、予算を組みっ放し、どんなふうになっているのかというのは、ある時点で報告をやっておいて、意見をもらって、なおかつ改善するところは、皆さん来年度予算に反映させていくというような方法か何かやったほうが、私の個人的な意見だけど、そのほうがいいのではないかという感じがする。

　実は、その辺については事務局レベルでもいろいろ話をしていまして、今年度から始まっていますので、結局、今の段階で幾つかの事業というのは実際終わっているのですね。例えば、サマーカーニバルなんかは終わっています。それについて報告してもらおうかというお話もちょっとあったのですが、まだちょっといろいろ調整の段階があるものですから、それはしかるべき時期に……

　報告は上がってきていないですね。

　まだです。それはきちっと指示をして、皆様方にご報告できるレベルにして、また機会を見てご報告するということになると思いますので、それはまたうちのほうで検討させてもらいます。

　それは市役所の都合でね、事業一つ一つの内容を見てもらったほうがいいと思いますから。

　いずれにしても、中間の話を聞きたいということ。

　はい。

　では、そういうことでよろしゅうございますか。

（「はい」の声あり）

　貴重な時間をご審議いただきまして、ありがとうございました。

　次回の予定はどうなのですか。

　次回は……事務局、この後、次回は、松尾の審議会はどう。

　先ほど、冒頭、会長さんのほうから報告がありましたけれども、松尾庁舎の跡地をどうしようかということで、松研というものを、松尾賑わい空間創出研究会というものを組織しまして、今２回やっております。それを年内に４回ぐらい予定しております。そのタイミングを見て、一度、地域審議会の皆様方にもご報告をちょっとさせていただきたいと思います。

　11月なり12月頭ぐらいにできたらなということで考えています。

　４回目って、最終はいつだっけ。

　４回目の最終は、たしか11月か12月、そのタイミングで一度ちょっとお願いできたらなというふうに思いますので。

　日程等につきましては、会長さんと相談させていただいて、ちょっと早目にまたご案内を差し上げたいと思います。

　それでは、第２回の審議会を閉めたいと思います。どうもご苦労さまでございました。


